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	　1.　はじめに
	　現在、廃棄コンクリート塊の中の骨材は、大 部分が角が丸くモルタルの落ち易い砂利に よって構成され
	　本研究では、表面改質処理剤を骨材表面に塗 布するという簡便な作業を再生骨材製造工程 に加え、モル
	粗骨材をコンクリート用（構造体用）へ適用を
	拡大していくことを目的としている。
	　そのために、本実験では、骨材へのコーティ ング効果が、再生コンクリートへの基礎物性に 与える影響
	　2.　再生骨材製造
	　2.1　原コンクリート調合
	　再生骨材製造のために水セメント比の異な る高強度と普通強度の２水準のコンクリート を製造した。原
	水剤を使用した。なお、強度試験用供試体には
	全てφ10×20cm円柱供試体を用いた。
	　原コンクリートの品質を表−２に示す。28日 に発現された圧縮強度は、高コンが56.8（N/ mm
	表−２　原コンクリートの品質
	　2.2　再生骨材の製造および回収率
	　再生粗骨材の製造フローを図−１に示す。円 柱供試体を材齢35日にて割裂・分離し、1/4の 大きさ
	図−1　再生粗骨材の製造フロー
	表−３　再生骨材の回収率
	　2.3　モルタル付着率
	　高コンおよび普コンを破砕し、粒径10〜 20mm及び5〜10mmに分級した再生粗骨材の モルタル
	図−２　各粒径別のモルタル付着率(重量)
	　2.4　粒度調整
	　製造された再生粗骨材は、そのまま使用する とモルタル分が多く吸水率の高い粒径5〜 10mmの骨材
	図−３　粒度分布曲線
	　2.5　再生粗骨材の品質
	　再生粗骨材の比重および吸水率をJIS A 1110, 単位容積質量および実積率をJIS A 11
	表−４　再生粗骨材の品質
	　3.　コーティング再生粗骨材製造
	　3.1改質処理剤種類
	　再生粗骨材の品質を改善するために用いた 効果の異なる2系統の表面改質処理剤の特徴を 表−５に、期
	表−５　改質処理剤種類
	表ー６　改質処理剤の効果
	図−４　処理効果概念図
	　3.2改質処理剤の吸水率低減効果
	　モルタルの試験体を再生骨材に模擬し、物理 処理と化学処理の付着状況と吸水率低減効果 の関係を確認
	表−７　実験水準
	　実験の結果を図−５、図−６に示す。化学処 理は2回の塗布でほぼ吸水率が０に近づくこと が分かった
	図−５　吸水率低減効果(化学処理)
	図−６　吸水率低減効果(化学処理)
	　3.3改質処理した再生骨材の吸水率
	　表−８に再生コンクリートに使用する改質 処理再生粗骨材の記号を記す。改質処理水準 は、無処理、物
	表−８　改質処理再生粗骨材の種類(記号)
	　吸水率の測定に関して、今回の場合、化学改 質処理後の油膜が乾くという状態が考えにく く絶乾状態を
	図−７　見掛けの吸水率(高強度)
	図−８　見掛けの吸水率(普通強度）
	　4.　再生コンクリート製造
	　4.1再生コンクリート
	　表−９に表面改質処理を施した再生粗骨材 を用いた再生コンクリートの実験水準を示す。 再生コンクリ
	表−９　再生コンクリート水準
	表−10　使用材料
	表−12　試験項目及び試験方法
	　4.2実験結果
	結果を図−９に示す。改質処理の効果により粒 径が改善され、同一水セメント比におけるスラ ンプが増し
	図−９　スランプ試験結果
	図−10　圧縮強度試験結果
	図−11　引張強度試験結果
	縮強度、引張強度とも小さくなる傾向がみられ た。PまたはC処理については、強度は5〜20 ％の低下
	　次にNnシリーズについて乾燥期間8週まで の乾燥収縮の試験結果を図−12に記す。今回 の実験では
	図−12　Nnシリーズの乾燥収縮率の比較
	4.3剥離性測定
	　無処理Hh0及び物理化学処理HhPCの供試体 割裂面の状態を図−13に示す。骨材露出面の うち骨
	Hh0(無処理)　　　 割れ面 64%　　 剥離面 36%
	HhPC(物理化学)　　　 割れ面 23%　　 剥離面 77%
	図−13　割れ面と剥離面
	5.　まとめ
	　以上の本実験結果をまとめると次のように なる。
	　１）物理処理および化学処理剤を再生骨材表 面に塗布することで、骨材の吸水率を低減させ ることがで
	　２）表面改質処理することで粒形改善効果が 得られフレッシュ状態でのワーカビリティー が向上する。
	　３）乾燥収縮率測定開始2ヶ月の時点で、表 面改質処理剤塗布の有無による乾燥収縮率の 差異は認めら
	　４）改質処理を施した再生粗骨材コンクリー トの圧縮強度、引張強度は10〜50％低減する が、逆に
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